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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は膜貫通タンパク質であると予測されています。この遺伝子は、脆弱部位FRAXFのCpGアイランドに局在することで最もよく知られています。この遺伝子の5'非翻訳領域には、CGGトリヌクレオチド反復配列が含まれており、通常は7～40個のタンデムCGG反復配列で構成されていますが、300個を超える反復配列にまで拡大することもあります。CpGアイランドのメチル化は、この遺伝子の転写サイレンシングにつながりますが、サイレンシングも反復領域の拡大も、明確な表現型として現れるようには見えません。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。この遺伝子の偽遺伝子がX染色体上に定義されています。[RefSeq提供、2013年8月],類似性：TMEM185ファミリーに属します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	TMEM185A抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TMEM185A抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TMEM185A 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

